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茅
葺
切
妻
造
民
家
の
古
例 

旧
廣
瀬
家
住
宅
に
つ
い
て

  

旧
廣
瀬
家
住
宅
は
、
神
奈
川
県
川
崎
市
の
生
田
緑
地
公

園
内
に
あ
る
、
川
崎
市
立
日
本
民
家
園
に
所
在
し
ま
す
。

 

日
本
民
家
園
は
、
急
速
に
消
滅
し
つ
つ
あ
る
古
民
家
を

永
く
将
来
へ
残
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
四
十
二
年

に
開
園
し
た
古
民
家
の
野
外
博
物
館
で
、
民
家
を
は
じ
め

水
車
小
屋
・
船
頭
小
屋
・
農
村
歌
舞
伎
舞
台
な
ど
二
十
五

棟
を
、
約
五
十
四
万
坪
の
園
内
に
移
築
公
開
し
て
い
ま
す
。

 

民
家
は
神
奈
川
を
中
心
と
し
た
関
東
が
多
い
の
で
す

が
、
北
は
岩
手
、
南
は
鹿
児
島
の
民
家
も
あ
り
ま
す
。
園

内
は
「
東
北
の
村
」「
神
奈
川
の
村
」「
関
東
の
村
」「
信
越

の
村
」「
宿
場
」
に
分
け
ら
れ
、
各
地
域
の
民
家
が
配
置
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
八
棟
が
国
の
重
要
文
化
財
に
、
十

棟
が
神
奈
川
県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

旧
廣
瀬
家
住
宅
は
、
関
東
の
村
の
エ
リ
ア
に
昭
和
四
十

四
年
に
移
築
・
復
元
さ
れ
ま
し
た
。
も
と
も
と
は
塩
山
上

萩
原
の
中
子
沢
に
所
在
し
た
建
物
で
、
移
築
以
前
は
突
き

上
げ
屋
根
を
持
つ
形
態
に
改
造
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
日
本

民
家
園
で
は
、
移
築
時
に
詳
細
な
調
査
を
行
っ
て
お
り
、

組
立
も
現
状
変
更
を
し
て
建
築
当
初
（
十
七
世
紀
後
期
・

三
一
〇
年
以
上
前
）
の
姿
に
復
元
し
ま
し
た
。 

 

甲
州
市
や
峡
東
地
域
に
は
ま
だ
多
く
の
茅
葺
切
妻
造
民

家
が
あ
り
ま
す
が
、
旧
廣
瀬
家
は
県
外
に
あ
っ
て
、
も
っ

と
も
古
い
甲
州
民
家
の
姿
を
伝
え
て
い
る
の
で
す
。 

●
旧
廣
瀬
家
住
宅
に
つ
い
て 

 

旧
廣
瀬
家
住
宅
の
構
造
形
式
は
、
次
の
通
り
で
す
。 

 
 

桁
行
八
間
、
梁
間
四
・
五
間
、
一
重
切
妻
造
、
茅
葺
、

平
入
、
前
面
葺
き
下
し
下
屋 

 

移
築
前
の
姿
は
屋
根
の
中
央
上
部
に
突
き
上
げ
屋
根
を
も

つ
、
よ
く
み
ら
れ
る
切
妻
造
民
家
で
し
た
が
、
調
査
を
経
て
復

元
さ
れ
た
姿
は
、
と
て
も
簡
素
な
も
の
で
す
。 

 

正
面
は
一
重
で
単
調
な
茅
葺
屋
根
が
目
立
ち
ま
す
。
屋
根
の

軒
は
と
て
も
低
く
、
一
・
六
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
し
か
な
い
た
め
、

大
人
な
ら
く
ぐ
ら
な
け
れ
ば
中
に
入
れ
ま
せ
ん
。
開
口
部
も
、

出
入
口
と
ザ
シ
キ
に
あ
る
だ
け
で
す
。 

 

両
側
面
と
背
面
は
、
も
っ
と
簡
素
で
す
。
明
り
取
り
の
た
め

の
小
さ
な
窓
が
数
箇
所
あ
る
だ
け
で
、
出
入
が
で
き
る
開
口
部

は
あ
り
ま
せ
ん
。
両
側
面
の
妻
壁
に
は
柱
が
露
出
し
て
い
ま
す

が
、
普
段
見
慣
れ
た
製
材
に
よ
る
規
則
的
な
構
架 

―
直
交
す

る
太
い
梁
と
棟
持
柱
や
、
一
定
間
隔
で
横
に
入
る
化
粧
貫
な
ど

― 

で
は
な
く
、 

曲
が
っ
た
自
然
の 

柱
に
よ
る
不
思
議 

な
モ
ザ
イ
ク
模
様 

に
も
み
え
ま
す
。 

 

同
じ
茅
葺
切
妻 

造
民
家
な
の
に
、 

ど
う
し
て
こ
ん
な 

に
も
外
観
が
異
な 

っ
て
い
る
の
で
し 

ょ
う
か
。
そ
れ
は
、 

当
時
の
産
業
に
大 

き
く
関
係
し
て
き 

ま
す
。 

 

 
右側面（上）と左側面（下）。 

旧廣瀬家住宅の正面。屋根の葺き下ろしが低く、その分屋根が大き
くみえます。 

          

突
き
上
げ
屋
根
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
建
築
当
時
は
養
蚕

が
盛
ん
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
養
蚕
の
発
展
に
伴

い
進
化
し
た
切
妻
茅
葺
民
家
は
、
突
き
上
げ
屋
根
も
、
棟
持
柱

も
、
妻
壁
の
柱
の
意
匠
も
、
す
べ
て
養
蚕
に
結
び
付
け
て
説
明

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
古
い
姿
に
戻
さ
れ
た
旧
廣
瀬
家
住

宅
に
は
、
そ
れ
が
当
て
は
ま
り
ま
せ
ん
。 

 

突
き
上
げ
屋
根
も
棟
持
柱
も
な
い
、
養
蚕
以
前
の
茅
葺
切
妻

造
民
家
の
姿
を
伝
え
て
い
る
旧
廣
瀬
家
は
、
甲
州
民
家
の
調
査

の
う
え
で
必
要
不
可
欠
な
貴
重
な
民
家
で
す
。 

 

 
正面・右側面と背面・左側面。正面の屋根が
低いのは、下屋が出ているから。 



 
上野家住宅（山梨市）にみる四つ建て構造。上野家は県 
内最古の民家で、旧廣瀬家よりまだ古い 17 世紀前期と 
みられます。 

旧廣瀬家住宅の梁間断面図。右の上野家住宅の断面図と 
よく似ています。二本の柱を梁でつないでいることがわかります。 

 

 
イドコからドジをみたところ。２本の柱が立つ以外は 
何もない空間。 

●
旧
廣
瀬
家
の
内
部 

 
旧
廣
瀬
家
の
内
部
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
内
部
は
外
観
に
も

増
し
て
簡
素
な
つ
く
り
で
驚
い
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

入
口
付
近
は
広
い
ド
ジ
（
土
間
）
で
、
面
積
の
約
半
分
を
占

め
て
い
ま
す
。
ド
ジ
の
隅
に
は
ウ
マ
ヤ
（
馬
屋
）
が
あ
り
ま
す
。

 

ド
ジ
に
接
し
て
イ
ド
コ
が
あ
り
ま
す
が
、
イ
ド
コ
に
は
床
を

張
っ
て
お
ら
ず
、
ド
ジ
に
ム
シ
ロ
を
敷
い
た
よ
う
な
も
の
で

す
。
炉
は
二
か
所
に
あ
り
ま
す
が
、
い
わ
ゆ
る
地
床
炉
で
す
。

 

イ
ド
コ
に
接
し
て
、
板
壁
や
建
具
で
仕
切
ら
れ
た
ザ
シ
キ
・

ナ
カ
ナ
ン
ド
・
オ
ク
ナ
ン
ド
の
三
室
が
縦
に
並
ん
で
い
ま
す
。

三
室
と
も
板
間
で
、
開
口
部
は
ザ
シ
キ
に
し
か
な
く
、
非
常
に

閉
鎖
的
な
空
間
で
す
。 

 

二
階
は
、
ド
ジ
の
上
部
に
棚
状
の
床
が
張
ら
れ
て
い
る
だ
け

で
、
作
業
場
で
は
な
く
物
置
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

 

●
旧
廣
瀬
家
の
構
造
「
四
つ
建
て
」 

 

ド
ジ
に
前
後
に
並
ん
で
立
つ
二
本
の
柱
は
、
現
在
の
切
妻
造

民
家
で
は
み
ら
れ
な
い
も
の
で
す
。
通
常
は
、
こ
の
柱
の
中
間

に
太
い
柱
が
一
本
立
っ
て
い
る
か
、
上
条
集
落
の
場
合
で
は
後

方
の
柱
に
近
い
位
置
に
一
本
立
っ
て
い
る
か
で
す
。 

 

こ
の
二
本
の
柱
は
、
切
妻
造
民
家
の
古
式
を
示
す
「
四
つ
建

て
」
と
い
う
構
造
に
よ
る
も
の
で
す
。 

 

四
つ
建
て
は
、
文
字
通
り
四 

本
の
柱
で
建
物
を
支
え
る 

構
造
で
す
。
旧
高
野 

家
住
宅
（
甘
草 

屋
敷
）
の
よ
う 

に
、
十
九
世
紀 

の
民
家
は
棟
持
柱
が 

主
要
構
造
と
な
り
ま
す 

が
、
棟
持
柱
よ
り
前
の
民 

家
構
造
が
四
つ
建
て
で
す
。 

 

下
の
図
は
四
つ
建
て
を
示
し
た
も 

の
で
す
が
、
屋
根
の
棟
を
支
え
る
棟
持
柱 

は
な
く
、
ド
ジ
に
二
本
の
柱
を
立
て
、
そ
の
柱
を
梁
で
つ
な
ぎ

ま
す
。
イ
ド
コ
・
ザ
シ
キ
境
に
も
同
じ
よ
う
な
柱
を
立
て
、
互

い
を
桁
で
つ
な
ぎ
主
要
な
構
造
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
構
造

上
、
天
井
部
は
桁
や
梁
や
束
が
乱
立
す
る
た
め
、
二
階
の
空
間

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
旧
廣
瀬
家
の
よ
う
に
ド
ジ
の
上

部
に
棚
状
の
床
が
張
ら
れ
る
の
が
精
一
杯
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

 

峡
東
地
域
の
茅
葺
切
妻
造
民
家
は
、 

養
蚕
に
よ
っ
て
進
化
し
て
き
た
建 

物
で
す
が
、
そ 

の
発
生
は 

必
ず
し 

も
養 

蚕
と
深 

い
関
係
が 

あ
っ
た
わ
け 

で
は
な
い
こ
と
を 

示
し
て
い
ま
す
。 

 

 
ドジからイドコをみたところ。イドコは床がないため低 
く、ドジと同じ高さです。奥にザシキがみえます。 

●
旧
廣
瀬
家
と
よ
く
似
た
民
家 

 

実
は
上
条
集
落
の
中
に
、
旧
廣
瀬
家
と
良
く
似
た
民
家
が
あ

り
ま
す
。
中
村
太
丸
さ
ん
宅
で
す
。 

 

太
丸
さ
ん
宅
は
、
ド
ジ
に
八
角
に
加
工
さ
れ
た
大
黒
柱
が
棟

の
真
下
に
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
柱
は
後
補
の
も
の

で
、
大
黒
柱
の
背
後
に
あ
る
柱
と
、
チ
ュ
ウ
ナ
ン
ド
・
オ
ク
ナ

ン
ド
境
に
あ
る
柱
が
当
初
の
四
つ
建
て
の
柱
で
す
。 

 

太
丸
さ
ん
宅
の
調
査
後
の
復
元
平
面
図
と
、
旧
廣
瀬
家
住
宅

の
平
面
図
を
並
べ
て
み
ま
し
た
。
上
が
太
丸
さ
ん
宅
で
す
。
四

つ
建
て
の
柱
を
赤
く
表
示
し
て
い
ま
す
。
そ
の
位
置
も
、
間
取

り
も
、
驚
く
ほ
ど
よ
く
似
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

太
丸
さ
ん
宅
は
、
言
い
伝
え
で
「
富
士
山
の
噴
火
の
頃
に
は

建
っ
て
い
た
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
富
士
山
の
最
後
の
噴
火

は
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
・
十
八
世
紀
初
め
）
で
す
。
平
面
図

の
比
較
の
と
お
り
、
太
丸
さ
ん
宅
は
十
七
世
紀
後
期
の
旧
廣
瀬

家
と
同
時
期
と
み
ら
れ
る
の
で
、
建
築
時
期
は
言
い
伝
え
通
り

富
士
山
の
噴
火
よ
り
前
、
十
七
世
紀
後
期
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
個
々
の
民
家
を
比
較
し
て
い
く
こ
と
で
、
よ

り
多
く
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

 

（中村太丸さん宅） 

（旧廣瀬家住宅） 


